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第１学年 生活科学習指導案
ろ組 男子 20 名 女子 20 名 計 40 名

指 導 者 岩 本 博 裕

１ 小 単 元 きれいな花をさかせよう

２ 小単元について

(1) 小単元の位置とねらい

この期の子どもたちは，小学校に入学してきたばかりで，学校生活に対して大きな期待と不安を

もっている。また，６年生のお兄さんやお姉さんから給食や掃除の仕方を教えてもらったり，学校

探検の活動等を通して，少しずつ学校の様子が分かり学校生活の楽しさを実感して，人と適切なか

かわり方ができるようになってきている。そして，２年生からあさがおの種をプレゼントしてもら

ったり，育て方を教えてもらったりして，『自分であさがおを育ててみたい』『きれいな花を咲かせ

たい』という思いや願いをもつようになってきている。

そこで，本小単元では，あさがおの種まきや水かけ，追肥，支柱立て等の活動に，子どもたちを

主体的・能動的に取り組ませる中で，自分の思いや願いを達成していく楽しさを味わわせながら，

活動への意欲を高めようとするものである。同時に，実際にあさがおに触れる等諸感覚を働かせて

かかわったり，育て方を友達に聞いたり，図鑑で調べたりして世話ができるようになるとともに，

あさがおは自分と同じように生命をもっていることや生長していることに気付かせようとするもの

である。また，これらの活動を通して，道具の正しい使い方や後始末の仕方を身に付けたり，自分

自身のよさや成長に気付かせたりすることもねらっている。

なお，この学習を通して，子どもたちが培った世話の仕方やその調べ方等の活動への取り組 み

方は「生きものとなかよし」の学習での活動への取り組み方に生かされるものである。

(2) 指導の基本的な立場

あさがおは，生長の変化や様子がとらえやすく，生長するにつれて多様な世話が必要となり，子

どもが様々な気付きを深めながら世話をすることができる植物である。また，夏には、数多くの花

を咲かせ，押し花や色水遊び等子どもの遊びを豊かにすることができる。そして，種が獲れること

から，生命の連続性に気付いたり，子どもたちの成就感や関心を持続させたりすることができるも

のである。さらに，容易に栽培することができ，様々な植物への興味や関心をもたせることができ

ると考える。

このようなあさがおを育てる活動に子どもたちが主体的に取り組み，あさがおや友達とのかかわ

り合いを深めるために，諸感覚を使った栽培活動を通して生まれる気付きを大切にしながら，次の

活動を考えさせるようにしたい。さらに，友達とかかわりをもつ中で，あさがおへの生命の連続性

についても考えさせるようにしていきたい。

具体的には，「あさがおのたねをまこう」の活動で，２年生からプレゼントしてもらったあさが

おの種をじっくりと観察させたり，どんな花が咲くのか，育て方はどのようにしたらいいのかを子

どもたちと話し合うことで，あさがおの栽培への意欲を高めるようにしたい。次に，あさがおが発

芽したり，本葉が出てきたりしたときに，「あさがおさんのだいへんしん」の活動を設定し，発芽

の様子や葉の変化の様子をじっくりと観察できるように，観察の時間を確保し，気付いたことに対

して価値付けを行っていきたい。さらに蔓が伸びて友達のあさがおと絡まるようになったときに「あ

さがおさんがたいへん」の活動を設定し，どのようにしたら友達と絡まらないようになるかを考え

させたい。そして，これまで経験している子どもや知っている子どもの発言をもとに，支柱を立て

ることの必要性に気付かせたい。支柱を立てる際には，友達の方法や教師の説明をもとに一人ひと

りが自分の手で立てることができるようにしたい。さらに，日常的なあさがおとのかかわりを続け，

あさがおの花が咲いたときに「花が咲いたよ」の活動へと発展し，自分の花を観察したり，カード

に描いたりして，自分のあさがおの花が咲いた喜びを表現させたい。また，種を収穫する活動では，
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獲れた種の数を数えることで，一つの種からたくさんの種ができることに気付かせ，道徳の時間と

関連を図りながら，生命のすばらしさを実感させたい。これらの，咲いた花を数えたり，採れた種

を数えたりする活動を通して算数科「大きなかず」の学習へ連続・発展させていきたい。

なお，活動の展開においては，一人一人の実態に応じた支援をし，お互いのよさに触れ合う場を

設定したり，学習したことを生かせるような教師の働きかけを行ったりしながら，活動が連続・発

展するようにしたい。

このような活動を通して，子どもたちは活動に没頭し，活動に対する成就感や満足感を味わうと

共に，自分のよさや成長を実感し，自分への自信と自分の生活をこれまで以上によりよくしていこ

うとする意欲を高めることができると考える。

(3) 子どもの実態（対象者 ろ組 40名，数値は延べ人数）

本学級の子どもたちは，２年生からあさがおの

種をプレゼントされて，あさがおを育ててみたい

という願いを多くの児童がもっている。

これまでの栽培経験として，２３名の子どもが

何らかの植物を育てた経験をもっている。育てた

植物も花や野菜等多岐にわたっている。しかし，

ほとんどの子どもが親といっしょに育てており，

自分の力だけで育てたという子どもは,極少人数

である。また，あさがおを初めて育てる子がほと

んどであるため，あさがおと十分にかかわるよう

にすることで，あさがおに関する多様な気付きを

もてるようにすることが必要である。そのために，

初めて育てるアサガオの栽培活動に諸感覚を使っ

て，じっくりとかかわらせていきたい。

植物の世話に関しては，水かけや日光の必要性

は気付いているが，支柱について気付いている子

はわずかである。このことから，どのような世話が必要かを子どもたちが考えて，取り組むことが

できるようにすることが必要になると考える。そして，世話を通して困ったときの対応の仕方とし

ては，インタビューすることや本で調べることが中心なので，友達との情報交換の場を意図的に設

定することで，友達と学ぶことの大切さや友達のよさを実感させるようにしていきたい。

(4) 指導上の留意点

ア 「あさがおのたねをまこう」の活動では，あさがおを育てたいという意欲を高めるために，２

年生からもらった種を観察させることで，種の特徴をとらえたり，２年生からの手紙を読ませた

りしていきたい。そして，一人ひとりの子どもに種のまき方が分かるようにするために，育てた

ことのある子どもを中心にどのようにしたらいいのかを話し合いたい。また，今後の栽培への意

欲を高めたり，成就感をもたせたりするために，できるだけ自分の手で種まきをさせたい。

イ 「あさがおさん だいへんしん」の活動では，発芽や双葉，本葉の特徴をとらえることができ

るようにするために，観察カードに描かせるだけでなく，実際に触らせ，諸感覚を通して感じ取

らせたい。さらに，自分が気付いたことや困ったことを紹介する中で，自分や友達のかかわり方

のよさに気付かせるようにしていきたい。また，日常的な世話の活動が持続するために，世話の

仕方を工夫している子どもを紹介したり，図鑑や資料を子どもが常時使えるようにしたりすると

ともに，世話したことを観察カードにかかせたい。

ウ 「あさがおさんが たいへん」の活動では，あさがおの生長を実感できるようにするために蔓

を伸ばして自分を背比べをさせていきたい。また，子どもたちが支柱立ての必要性に気付くため

に，どのようにしたら友達と絡まないようになるかを発表させ，そのよさに気付かせたい。さら

〈あさがお栽培への意欲〉
○ 育てたい… 40 人

〈これまでの栽培経験〉

○ 植物を育てたことがある。はい‥‥23人

・にんじん ・オジギソウ ・イチゴ ・ひまわり

・ミニトマト・ピーマン ・チューリップ 等

ない‥‥ 17 人

○ それは誰と育てましたか

・保護者… 12 人 ・先生… 8 人 友達… 6 人

・一人で… 2 人

○ あさがおを育てた経験

ある‥‥ 2 人 ない‥‥ 38 人

○ 植物の世話について必要なこと

・水をあげる… 36 人 ・太陽にあてる… 29 人

・肥料をあげる… 21 人 ・支柱を立てる… 2 人

〈困ったときどうするのか〉

・図鑑で調べる… 28 人 ・先生に聞く… 25 人

・お家の人に聞く… 17 人 ・自分で考える… 8 人

・友達に聞く… 3 人 ・何もしない… 2 人
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に，支柱を立てることができるようにするために，教師が立てる方法は説明するが，できるだけ

自分の力で立てられるように支援していきたい。

エ 「あさがおさんがさいたよ」「あさがおさんのたねのプレゼントをつくろう」の活動では，育

てることができた自分に気付かせるために，一人ひとりのあさがおへのかかわりを称賛していき

たい。そして，あさがおの花を使った遊びを考えさせる中で，身の回りの草花にも興味や関心が

向くように問いかけをしていきたい。また，あさがおの生命に気付かせるために，獲れた種の数

を数えさせるようにし，その種をどのようにするかを考えさせたい。さらに，あさがおの生長の

様子を振り返らせるために，これまでの観察カードをもとに振り返らせ，新１年生のプレゼント

作りの時に，生長についてかかせるようにしたい。

３ 目 標

(1) 『２年生からもらった種であさがおの花を咲かせたい』という思いや願いをもとに，水かけや支

柱立て等の世話をする活動に進んで取り組むことを通して，自分なりの願いの達成に向けて意欲的

に取り組むことができる。

(2) これまでの経験を生かしたり，図鑑や資料等で調べたりして自分なりに世話ができるとともに，

諸感覚を働かせて気付いたことや分かったことを絵や身体で表現することができる。また，自分が

思ったことや感じたことを絵や言葉で表現することができる。

(3) 諸感覚を使ってあさがおとかかわる中で，あさがおの世話の仕方や生長の様子に気付くことがで

きる。また，あさがおを大切に育てることができた自分のよさや成長に気付くことができる。

４ 指導計画（全１２時間）
活動する 活 動 名 主 な 学 習 活 動 学習形態・環境構成

楽しさ （意識の高まりと気付きの様相） （ 時 間 ） 教師の具体的な働きかけ

○ あさがおの種 ・ ２年生からあさがおの種をもらったよ 前小単元 友達をたくさんつくろう ・ 子どもたちがあさがおへ関心を

をもらい，種の ・ うれしいな。これを育ててみたいなあ。。 もつようにするために，どんな花

様子を絵に描い （一次） 種をよく観察し，鉢に自分で土を入れて， が咲くか挿絵をもとに想像させ，

て発表する楽し あさがおのたねをまこう （２時間） 種をまく。 (1) その育て方について話し合わせ

さ 種まきをしたことをカードに描き，自分 る。

○ 自分の力で， ・ 早く芽がでてこないかな。 の思いを発表する。どんな世話をするか話 ・ あさがおの世話や観察の意欲を

あさがおの種を ・ やった。芽が出てきたよ。 合う。 (1) 高めるために，自分の手で種まき

まくことができ （二次） をさせるようにする。

る楽しさ あさがおさん だいへんしん 発芽の様子を絵に描いて，見つけたこと ・ あさがおの生長の変化の様子を

○ 発芽した様子 (２時間) を発表する。 (0.5) とらえることができるようにする

に気付く楽しさ 双葉の様子を絵に描いて，見つけたこと ために，その都度気付いたことを

○ 発芽から本葉 ・ ちがうはっぱが，出てきたぞ。 を発表する。 (0.5) 観察カードに書かせたり，実際に

が出るまでの生 ・ つるに毛が生えているよ。 本葉の様子を観察して，気付いたことを 触らせたりして，諸感覚を使って

長の様子に気付 ・ あ，あさがおさんが大変だ。 発表する。また，これからの世話について て前の様子と比べさせるようにす

く楽しさ （三次） 話し合う。 〈本時〉(1)〉 る。

○ 自分で考えて， あさがおさんが たいへん (１時間） ・ いろいろ世話の必要性に気付く

世話をすること 世話の方法を話し合ってあさがおに世話 ようにするために，対象になりき

ができる楽しさ ・ 支柱を立てるともう大丈夫。 をしたり，支柱を立てたりする。 (1） った気持ちで発表をさる。

○ 昨日のあさが ・ すごく元気が出てきたよ。 ・ 花が咲いたら一人ひとりの子ど

おの様子と比較 ・ これつぼみかな？ 自分の花の様子をカードに描いて発表す もを賞賛する。

しあさがおの生 （四次） る。 (0.5) ・ あさがおを使ってどんな遊びが

長を実感する楽 あさがおさんがさいたよ （２時間） あさがおの花を観察しどのようなことが できそうか考えさせる。

しさ できそうか話し合う。〈あさがおの花を使っ ・ 最後まで世話できた自分に気付

○ あさがおの花 ・ 見てみて，花が咲いたよ。 た遊びを考える〉 (1) かせるために，新１年生へ種のプ

が咲き，咲いた ・ 今日は花が５個も咲いたよ。明日 夏休みのあさがおへのかかわりについて レゼンを作って振り返らせるよう

あさがおを絵に は，何個咲くか楽しみだな。 話し合う。 （0.5） にする。

描いて友達に紹 ・ かわいい種がいっぱい獲れたよ。 ※ 花や種の数え方を算数科「大き

介することがで ・ プレゼントとをつくりたいなあ。 あさがおの種穫りをして，種の数を数え な数」につなげていく。

きる楽しさ たり，自分の世話を振り返ったりする。 (1) ・ これまで育ててきたあさがおを

○ 新１年生のた あさがおのたねのプレゼントをつくろう 新１年生への種のプレゼントの準備をし 今後どのようにしていくか話し合

めにプレゼント (５時間） たり，活動のまとめをしたりする。 (2) わせる。

を工夫して作る 世話してきたあさがおについて今後どう ※ 実態に応じて，道徳の時間と関

楽しさ ・ 1 年生も喜んでくれるぞ。 していくか話し合う。 連させながら生命尊重について考

・ あさがおさん，ありがとう。 〈あさがおの後片付けを含む〉 (2) えさせる。
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５ 本 時（４／１２）

(1) 目 標

ア 『早く大きくなって，きれいな花が咲かせたい』という願いをもとに，あさがおを観察する活

動に進んで取り組むことができる。

イ 諸感覚を使って試行錯誤しながらあさがおを観察する中で，あさがおの生長に気付くことがで

きる。また，そのような活動を通す中で，自分自身や友達の取り組み方のよさに気付くことがで

きる。

(2) 本時の展開に当たって

子どもたちが諸感覚を使って自分のあさがおの観察をし，意欲的に世話ができるようにするため

に，観察を通して気付いたことをことを話し合う場を設定し，気付きをつなぐかかわりを行うよう

にしたい。また，教師は，子どもの活動を見取り，その行為や考え方を価値付けたり，意味付けた

りしながら，今後の栽培意欲をさらに高めていけるよう支援し，活動を展開していきたい。

(3) 準 備

自分が育てているあさがお，観察カ－ド，色鉛筆，虫眼鏡 等

(4) 展 開

過程 主 な 学 習 活 動 時間 教師の具体的な働きかけ

１ 前時までの活動を振り返り，本時の学習 ○ 自分のあさがおをもっとよく観察した
意 について話し合う。 (分) いという思いを高めるために，これまで
欲 のあさがおの生長を振り返らせる。
を ○ 本時の活動への意欲を高めるために，
も 日頃から諸感覚を使って観察を工夫して
つ あさがおのけんこうかんさつをしよう。 いる子どもの取り組みを紹介する。

8 ○ 活動への見通しをもたせるために，諸
２ 観察の仕方を確認する 感覚を使った取り組み方のよさや友達と
〈よく見たら････。〉 〈触ってみたら････。〉 比べたりまねたりすることのよさを確か
〈匂ってみたら････。〉〈耳をすましたら････。〉 める。
３ 自分のあさがおを観察する。 ○ 諸感覚を使って観察したり，友達と交

活 流したりすることによって，観察や世話
動 見 触 匂 聴 を工夫できたことを価値付けるようにす
す る る う く る
る ○ 新たな気付きをもてた子どもに，「どう

してそう考えたのか」「どうしてそのこと
に気付いたのか」等問いかけるようにす
る。

○ 個への対応

４ 観察して，気付いたこと紹介する。
30

○ あさがおを観察して気付いたことを関
連付けられた気付きに高めるために，友

４ 道具の後始末をする。 達の気付きとつなぐような問いかけを行
振 ５ 遊んでできたことや楽しかったこ う。
り とを紹介し合う。 ○ これからのあさがおの栽培意欲を高め
返 7 るために，本時の活動で気付いたことを
る もとに今後の自分の世話について考えさ

せる場を設定する。

・ぼくのあさがおはどうなっているかな。
・観察してみたいなあ。

・ 観察するといろいろ分かるね。
・ もっと大きくなってほしいなあ。
・ これからも観察してお世話をがんばろう。

(1) 自分なりに進んで観察している子ども
自分なりに考えてしている内容やそうしてい

るわけを聞いてその考え方のいいところを誉
めるようにする

(2) 活動にとまどっている子ども
原因を探るとともに，友達とかかわらせたり，

教師と共に活動させたりしながら，自分で観
察できるようにする。

(3) 活動が早く終わった子ども
やり遂げたことを誉めるとともに，他に観察

の仕方はないか問いけたり紹介の練習をする
ように声かけたりする。

諸感覚を使って観察

・ 双葉の間から何か出てきているよ。
・ 葉っぱを触ったら少しざらざらした
よ。

・ ぼくの蔓の色は，赤っぽいけどどうし
てかなあ。

・ あさがおさん，「これからもがんばる
からね」って言っていたよ。

個
別
的
な
気
付
き

・ 双葉の間から何か出てきている葉っぱ
は，本葉って言うんだよ。

・ ぼくの葉っぱも，触ったら少しざらざ
らしたよ。

・ ぼくの蔓の色は，緑だよ。この後，何
か違いがあるのかなあ。

・ 同じ日に植えたのに，あさがおさんの
大きくなり方も違うんだね。

関
連
付
け
ら
れ
た
な
気
付
き
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生活科 公開授業Ⅱ 学びの構造図
内容項目『動植物の飼育・栽培』

＜第１学年 単元「きれいなはなをさかせよう」（４／１２） １年ろ組 指導者 岩本 博裕＞
授業の主張について

～あさがおを観察する楽しさを体全体で味わって･･･～
子どもの気付きをつなぐために
→観察の途中や後に，紹介する場の設定，ワークシートの工夫をします。
他教科との関連（理科）のために
→見付けて，比べるを意識した導入をするようにします。

１ 目 標
ア 『早く大きくなって，きれいな花が咲かせたい』という願いをもとに，あさがおを観察する活動に進んで取り組むこ

とができる。
イ 諸感覚を使って試行錯誤しながらあさがおを観察する中で，あさがおの生長に気付くことができる。また，そのよう

な活動を通す中で，自分自身や友達の取り組み方のよさに気付くことができる。
２ 準 備

自分が育てているあさがお，観察カ－ド，色鉛筆，虫眼鏡，ラジカセ 等
３ 子どもの学びの想定と教師の働きかけ （学習過程・学習活動・学習形態・環境構成・教師の具体的な働きかけ）

過程 主な学習活動（その子なりの学びの道筋） 形態 時間 環境構成（活動場所・１－ろ教室 教室前庭）
(分) アサガオ

意 アサガオの生長を振り返る。 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○
欲 出入口
を ・これは，アサガオの葉っぱかな。
も ・あれ，葉っぱの色が違うぞ。 ※ 学習の途中でアサガオを取りに行 黒
つ ・今日のアサガオさんの様子はどうかな。 ４ きます。

※ 観察カードは，自分で選択します。
あさがおのけんこうかんさつをしよう。

※ 観察カードの積み重ねをしていま 板
観察の仕方を話合う。 全体 す。

観察の仕方 学習の流れ
見てみ 触って 臭って 聞いて ・活動時間
ると みると みると みると ・観察が終わ

ったら ４ Ｔ１･･自分のあさがおをもっとよく観察したいと
いう思いを高めるために，これまでのあさが

・観察の仕方が分かったぞ。 おの生長を振り返らせたり，他の植物の成長
・早く観察がしたいなあ。 の写真を見せたりする。

Ｔ２･･本時の活動への意欲を高めるために，日頃
鉢を取りに行く。 観察カードを選ぶ。 から諸感覚を使って観察を工夫している子ど

もの取り組みを紹介する。
Ｔ３･･活動への見通しをもたせるために，諸感覚

活 ・自分のアサガオを観察する活動 を使った取り組み方のよさや友達と比べたり
動 まねたりすることのよさを確かめる。
す Ｔ４･･諸感覚を使って観察したり，友達と交流し
る 葉の間か 葉っぱを ぼくの蔓 「これから たりすることによって，観察を工夫できたこ

らまた新し 触ったら少 の色は，赤 もがんばる とを価値付けるようにする
い葉っぱの しざらざら っぽいけど からね」っ Ｔ５･･新たな気付きをもてた子どもに，「どうして
赤ちゃんが したよ。 どうしてか て言ってい そう考えたのか」「どうしてそのことに気付い
出てきたよ。 なあ。 たよ。 たのか」等問いかけるようにする。

・観察して気付いたことを紹介し合う。
個別 27

見てみて
・葉の間から何か出てきているのは，本葉だって。
・葉っぱの数が増えていたよ。
・よく見ると，葉っぱに毛が生えていたよ。
・ぼくの蔓の色も緑だったよ。

触ってみて
・ぼくの葉っぱも，触ったらふわふわしたよ。
・蔓は，なんだか硬かったよ。

臭ってみて
・臭ったら，ピーマンの臭いがしたよ。

聞いてみて
・お水ちょうだいって言っていたよ。

Ｔ６･･他教科での学習（国語・算数等で学習したこと
振 ・活動して楽しかったこと嬉しかったことを紹介 を生かしている子どもを称賛するようにする。
り し合う。 Ｔ７･あさがおを観察して気付いたことを関連付け
返 られた気付きに高めるために，友達の気付き
る ・ 同じ日に植えたのに，あさがおさんの大きくなり方 とつなぐような問いかけを行う。

も違うんだね。 全体 10 Ｔ８･･これからのあさがおの栽培意欲を高めるた
・ 観察するといろいろ分かるね。 めに，本時の活動の様子を写真で振り返り，
・ もっと大きくなってほしいなあ。 気付いたことをもとに今後の自分の世話につ
・ これからも観察して水かけをがんばろう。 いて考えさせる場を設定する。

Ｔ９‥･後片付けがきちんとできた子どもを称賛し，
・道具やアサガオの後片付けをする。 今後の活動にみんなで協力して取り組んでいく

意欲付けを行う。

(1) 自分なりに進んで観察している子ども
自分なりに考えてしている内容やそうしているわ

けを聞いてその考え方のいいところを誉めるように

する

(2) 活動にとまどっている子ども
原因を探るとともに，友達とかかわらせたり，教

師と共に活動させたりしながら，自分で観察できる

ようにする。

(3) 活動が早く終わった子ども
やり遂げたことを誉めるとともに，他に観察の仕

方はないか問いけたり紹介の練習をするように声か

けたりする。

子どもの気付きをつな
ぐために，教師の問いか
けも工夫します。

教師の具体的な働きかけ
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